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〜広大な茶畑で、すがすがしいひとときを〜〜幽玄の舞〜

　

亀
山
市
の
特
産
品「
亀
山
茶
」

は
、恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
風
土

で
育
ち
、上
品
で
濃
厚
な
味
わ
い

と
香
り
、コ
ク
の
あ
る
う
ま
み
が

特
徴
で
す
。
87
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
茶

生
産
団
地「
中
の
山
パ
イ
ロ
ッ
ト
」

で
は「
亀
山
青
空
お
茶
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
、お
茶
に
ち
な
ん
だ
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】９
月
23
日（
日
）午
前
10
時

～
午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】中
の
山
パ
イ
ロ
ッ
ト
特

設
会
場（
太
森
町
）

【
内
容
】茶
摘
み
体
験
、手
も
み
実

演
、野の

点だ
て

、電
子
レ
ン
ジ
で
お
茶
づ

く
り
、紙
風
船
飛
ば
し
、紙
す
き
体

験
、農
産
物
販
売
、お
茶
リ
ン
ピ
ッ

ク
テ
ス
ト
マ
ッ
チ
な
ど

【
ア
ク
セ
ス
】東
名
阪
自
動
車
道「
亀

山
IC
」よ
り
約
10
分（
亀
山
IC
→
国

道
1
号
→
県
道
3
0
2
号
）

　
上
野
城
薪
能
は
、能
楽
を
大
成

さ
せ
た
観
阿
弥
と
世
阿
弥
の
生

誕
地
と
さ
れ
る
伊
賀
の
秋
の
風

物
詩
で
す
。
毎
年
中
秋
の
名
月

に
一
番
近
い
土
曜
日
に
開
催
し
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
ま
す
。
今
年
の
演
目
は
和

泉
流
狂
言「
井い

杭ぐ
い

」、喜
多
流
能

「
砧き

ぬ
た」な
ど
で
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
伊
賀
上
野
城
を
バ
ッ

ク
に
能
と
狂
言
が
行
わ
れ
、月
明

か
り
と
か
が
り
火
に
照
ら
し
出

さ
れ
た
、幻
想
的
な
舞
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
幽
玄
の
世
界
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】9
月
29
日（
土
）午
後
６
時

開
演

【
場
所
】伊
賀
上
野
城
本
丸
広
場

（
雨
天
の
場
合
：
上
野
西
小
学
校
体
育
館
）

【
ア
ク
セ
ス
】伊
賀
鉄
道
上
野
市
駅

下
車
徒
歩
約
５
分

問
い
合
わ
せ

上
野
城
薪
能
実
施
委
員
会

　
（
伊
賀
市
商
工
労
働
観
光
課
）

☎
０
５
９
５-

４
３-
２
３
０
９

Fax
０
５
９
５-

４
３-

２
３
１
１

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２2　　０５９５-８２-９６８５

問
い
合
わ
せ

亀
山
青
空
お
茶
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局（
亀
山
茶
農
業
協
同
組
合
内
）

☎
０
５
９
５-

８
２-

１
３
２
８

環
境・産
業
部
農
政
室

☎
０
５
９
５-

８
４-

５
０
８
２

①
10
月
３
日（
水
）

　
「
市
民
活
動・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？
」

②
10
月
10
日（
水
）

　

�「
活
動
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

身
に
つ
け
よ
う
」

③
10
月
24
日（
水
）

　
「
知
っ
て
得
す
る
資
金
獲
得
術
」

④
11
月
７
日（
水
）

　
「
思
わ
ず
手
に
取
る
チ
ラ
シ・広
報
誌
づ
く
り
」

⑤
11
月
16
日（
金
）

　

�「
活
動
を
つ
づ
け
て
い
く
た
め
に
み
ん
な
で

考
え
よ
う
」

☆
時　
間
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分（
全
講
座
共
通
）

☆
場　
所
：�

甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

��

あ
い
こ
う
か
市
民
活
動・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
室

※
甲
南
中
学
校
前

☆
参
加
費
：
無
料

☆
定　
員
：�

各
講
座
30
名

（
先
着
順
お
よ
び
全
講
座
受
講
生
優
先
）

〜
地
域
デ
ビ
ュ
ー
や
活
動
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
〜

市
民
活
動・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

初
め
の
一
歩
講
座

　
市
民
活
動・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
、ま
た
活
動
す
る
上
で
基
本
と
な

る
こ
と
を
学
べ
る
講
座
を
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
開

催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
あ
い
こ
う
か
市
民
活
動・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６
‐
６
１
７
３　
Fax
８
６
‐
７
２
２
６

　
紫
香
楽
宮
跡
の
宮
町
遺
跡
か
ら
万

葉
集
と
古
今
和
歌
集
に
収
め
ら
れ
て

い
る
和
歌
が
記
さ
れ
た
歌
木
簡
が
発

見
さ
れ
、大
き
な
話
題
に
な
っ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

万
葉
の
頃
よ
り
、人
々
は
何
気
な

い
日
常
か
生
ま
れ
る
思
い
を「
五・

七・五・七・七
」の
三
十
一
文
字
で
つ

づ
り
、人
か
ら
人
へ
と
伝
え
て
い
ま

し
た
。

　

市
で
は
、こ
の
貴
重
な
文
化
遺
産

を
地
域
の
魅
力
発
見
の
契
機
と
し
、

ま
た
人
と
人
の
こ
こ
ろ
を
つ
な
げ
て

い
く
も
の
と
し
て
、あ
い
こ
う
か「
う

た
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
れ
、短

歌（
和
歌
）作
品
を
募
集
い
た
し
ま

す
。
身
近
な
風
景
の
魅
力
を
発
見
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
市
制
５
周
年
を

記
念
し
て
選
定
し
た「
で
あ
い・こ
う

か
八
景
」や
、大
切
な
人
を
思
う
気
持

ち
を「
う
た
」に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
こ
め
ら
れ

た「
う
た
」の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■募集内容� 短歌（和歌）�
■募集期間� 平成24年9月1日（土）〜 10月31日（水）必着
■テーマ� 次のいずれかお好きなテーマをお選びください。
� ① であい・こうか八景
 ② 大切な人への思い
■応募部門� 一般の部、小学生の部、中学生の部、高校生の部
� ※甲賀市外在住の方もご出品いただけます。
■応募方法� �楷書で ①作品２首まで　②応募部門名（一般、小学生、中学

生、高校生のいずれか）　③郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・
年齢・電話番号を記入して、下記宛て送付してください。

� [郵便や直接お届けの場合]
� 　市内公共機関で配布する原稿用紙をご利用ください。
 [携帯やパソコンからのメールの場合]
� 　右記アドレスへ送信してください。（添付ファイルは不可）
� 　�事務局から返信メールをお送りしますので、右記アドレス

からのメールが受信できるように設定をお願いします。

■出詠料（参加料）　無料�
■作品につい�て　自作未発表の作品に限ります。作品到着後の訂正はで

きません。また、応募原稿は返却しません。
� 応募作品の著作権は主催者に帰属します。
■賞� 最優秀賞・・・各応募部門1首（副賞あり）
� 優秀賞・・・・各応募部門1首（副賞あり）
� このほか、各応募部門で特選、佳作
■発表・表彰� 結果および表彰式の案内は入賞者のみに通知します。
� �入賞作品は、広報あいこうかおよびホームページで発表しま

す。また、入賞作品の中から、甲賀市のPR、まちづくり等に
使用させていただく場合があります。　

■送付先� 〒528-0005　滋賀県甲賀市水口町水口5633番地
� あいこうか市民ホール内　作品募集係
� E-mail：koka30107000@city.koka.lg.jp
� 電話0748-62-2626　FAX0748-62-2625
� （休館日を除く9:00 ～ 17:00　月曜休館）

短
歌（
和
歌
）

作
品
募
集

あいこうか「うた」 プロジェクト2012
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甲
賀
の
道
み
ち
し
る
べ標　

―
道
行
く
人
々
の
無
言
の
案
内
人
―

甲
賀
市
は
古
来
よ
り
、畿
内
と
東
国
を
結
ぶ

多
く
の
道
が
整
備
さ
れ
て
き
た
要
地
で
あ
り
、

道
は
地
域
の
文
化
や
歴
史
と
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、街
道
は
整
備
が
す
す

み
、寺
社
参
詣
の
流
行
や
産
業
・
商
業
の
発
展
に

よ
り
、人
や
物
の
移
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、道
行
く
人
々
を
案
内
し
た
の
が「
道

標
」で
、現
在
の
道
路
標
識
の
役
目
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。

こ
の
道
標
は
、耐
久
性
か
ら
石
で
作
ら
れ
た

も
の
が
多
く
残
っ
て
お
り
、一
般
的
に
は
方
柱

型
の
も
の
や
自
然
石
を
利
用
し
た
も
の
が
多
い

で
す
が
、な
か
に
は
お
地
蔵
さ
ん
の
光
背
に
行

き
先
を
示
し
た
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。

今
回
、甲
賀･

甲
南
地
域
で
の
調
査
か
ら「
い

ち
い
の（
櫟
野
寺
）」や「
岩
尾
山（
息
障
寺
）」な

ど
信
仰
地
へ
の
行
き
先
を
示
す
も
の
が
多
く
あ

る
こ
と
、ま
た
甲
南
地
域
で
は
、伊
賀
へ
抜
け
る

伊
賀
街
道（
伊
賀
道
）や
間か

ん

道ど
う

が
無
数
に
あ
る
こ

と
か
ら「
い
が（
伊
賀
）」へ
の
行
き
先
を
表
示
し

た
も
の
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

移
動
手
段
が
徒
歩
か
ら
車
へ
変
わ
る
と
と
も

に
道
は
様
変
わ
り
し
、道
案
内
を
担
っ
て
き
た

道
標
も
今
は
ひ
っ
そ
り
と
道
端
に
た
た
ず
ん
で

い
ま
す
。

し
か
し
、道
標
が
示
す
か
つ
て
の
道
を
知
る

こ
と
は
、地
域
交
流
の
歴
史
を
繙ひ

も
と

く
大
切
な
手

が
か
り
と
な
り
ま
す
。
甲
賀
の
道
を
歩
き
、こ

の
よ
う
な
道
標
を
見
つ
け
た
ら
、当
時
の
旅
人

た
ち
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。夏

季
テ
ー
マ
展

「
甲
賀
の
道み

ち
し
る
べ標
パ
ネ
ル
展 

―
甲
賀・甲
南
編
― 

」

◎
期　
間
：
10
月
7
日（
日
）ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
・
火
休
館
）

◎
開
館
時
間
：
10
時
～
17
時

◎
会　
場
：
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

◎
入
館
料
：
無
料

問
い
合
わ
せ

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
６
‐
１
０
５
６　
Fax
６
６
‐
１
０
６
７

▲甲南町柑子の道標
　「右いが上野」と刻まれています

開
催
中

伊勢関IC

向井IC

関トンネル

板屋IC
南在家IC

久我IC 関IC

芸濃IC

亀山IC

亀山JCT

鈴鹿IC

亀山PA
スマートIC

亀山関加太

JR関西本線

JR関西本線

新
名
神
高
速
道
路

1

1

25

306

10
伊勢自動車道

し
ま
が
は
ら

つきがせぐち

にい

にしおおて
う
え
の
し

ひろこうじ

かやまち

いだみち

いちべ

いなこ

まるやま

うえばやし

ひどべ
ん
か
が
い

み
は
た

ぐ
な
さ

う
ど
ん
し

つげ

道
鉄
賀
伊

なばり

いがこうづ

にしあおやま

尼ヶ岳

三国越林道

線阪
大鉄
近

ま
や
お
あ

あかめぐち

伊賀IC

至名古屋

至奈良

至
奈
良・
大
阪

至大阪

至伊勢

上柘植IC

下柘植IC

御代IC

壬生野IC

伊
賀　一

之
宮
IC

友生IC

中
瀬
IC

上野東IC

上野IC

大内IC

治田IC

白樫IC

くわまち

き
き
ょ
う
が
お
か

名阪
国道

が
い

の
え
う

JR関
西本
線
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